
  図書館・関係機関 

・絵本や児童書の整備充実【継続】・読書通帳の利用拡大【継続】・情報提供の工夫【拡大】・専門職としての資質能力の向上【拡大】 

・司書同士の交流【拡大】・児童館の読書環境整備【拡大】・家庭での読書環境整備の啓発【拡大】・ビブリオトークの実施【継続】等 

 

                       

                                        

 

 

計画の期間：令和２年８月～令和７年 3月 計画の対象年齢：0歳～概ね１８歳 

 

 

図書館・関係機関     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の位置づけ 

・「子どもの読書

活動の推進に関

する法律」および

「子どもの読書

活動の推進に関

する基本的な計

画」「学校図書館

図書整備等５か

年計画」県の「長

野県子ども読書

活動推進計画」を

踏まえる。 

 

「第二次佐久市

総合計画」の実施

計画、「佐久市教

育大綱」の理念に

基づき、「佐久市

教育振興基本計

画」の達成に寄与 

目指す子ども像 「夢や希望をもって輝き、ともに生きる子ども」の実現 

～ 発達段階に応じた取組 ～ 

計画の柱 ① 読書習慣の形成と図書館資料活用能力の育成に向けた取組の推進 ② 子どもの読書への関心を高める普及・啓発活動の促進 ③ 子どもの読書活動に係る取組の実態把握と評価 

 

地域  ・地域の読み聞かせボランティアなどによる読み聞かせ等の活動 

    ・読書環境の整備や読書活動の支援 

  家庭 

 

 

 

特別な支援を必要とする子ども（全ての発達段階ごとの子ども） 

関係機関・養護学校・日本語教室 一人ひとりの教育的ニーズに応じた様々な形態の図書館資料の整備・提供 

家庭でのふれあいを通した

読み聞かせの習慣化【継続】 

家族で語る生き方につなが

る「家読」【拡大】 

幼稚園・保育所・認定こども園 

 

 

 

 

・読み聞かせの充実【継続】 

・絵本の貸出【継続】 

・情報収集と提供の工夫【拡大】 

小学校 

 

 

 

 

・読書活動の充実【継続】 

・情報の収集・活用方法の指導【新規】 

・全校一斉読書の実施【継続】 

本を通して人と触れ

合い心と言葉を育む。 

本に親しみ知らない世

界に出合う。図書館

資料活用の技能を学ぶ。 

中学校 

 

 

 

 

・ティーンズ向け資料の充実【拡大】 

・情報の取り扱い方の指導や情報活

用能力の育成【新規】 

自ら様々な図書館資

料を求め、資料活用の

技能を獲得する。 

高等学校 

 

 

 

 

・探究的な学習【新規】 

・情報センター機能の充実【拡大】 

・豊かな読書の推進【継続】 

様々な情報を活用

し、社会とかかわる

力を身に付ける。 

家庭で日常的に親しむ「家読

（うちどく）」【新規】 

     

家族の交流の中で読みを深

める「家読」【新規】 

０歳～          ７歳～           １３歳～            １６歳～   １８歳 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

                                    

                       

第３次佐久市子ども読書活動推進計画    

家庭 


